
市長年頭の訓示／市長ダイアリー 「現代の名工」に西根成悦さん／４月開校予定の合川小学校

　
平
成
24
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

４
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
津
谷
市
長
が
幹

部
職
員
ら
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を
行
い
、

職
員
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

の
大
き
な
衝
撃
は
、
我
々
に
お
金
や
物
と

い
っ
た
物
質
的
幸
福
の
は
か
な
さ
を
痛
感

さ
せ
る
と
と
も
に
、
家
族
や
人
と
の
つ
な

が
り
、
絆
の
尊
さ
と
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
国
難
と
も
い
え
る

大
惨
事
に
今
な
お
多
く
の
人
々
が
様
々
な

形
で
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

人
は
人
の
た
め
に
行
動
し
、
人
の
役
に
立

つ
こ
と
で
生
き
る
喜
び
や
生
き
甲
斐
を
感

じ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
行
政

も
市
民
の
役
に
立
つ
こ
と
が
喜
び
で
あ
る

こ
と
を
今
一
度
思
い
起
こ
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」
と
職
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
昨
年
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

掲
げ
、
職
員
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

北
秋
田
市
を
県
内
外
、
外
国
に
ま
で
も
発

信
し
、
新
し
い
雇
用
や
六
次
産
業
、
市
産

品
の
販
路
拡
大
な
ど
少
し
ず
つ
結
果
が
芽

ば
え
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
さ
ら
に
北
秋

田
市
民
の
所
得
向
上
に
結
び
つ
き
、
市
民

が
夢
と
希
望
の
持
て
る
よ
う
な
北
秋
田
市

作
り
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と
今
年
の

取
り
組
み
姿
勢
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、「
今
、
わ
が
国
は
大
震
災
の

復
興
、
そ
し
て
財
政
再
建
と
経
済
成
長
と

い
う
厳
し
い
が
、
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
命
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
我
々
地
方
自
治
体
も
財
政
の
健
全
化

は
待
っ
た
な
し
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
だ
か
ら
こ
そ
、
市
職
員
の
皆
さ
ん
の
柔

軟
な
思
考
と
行
動
力
、
そ
し
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

と
述
べ
、
最
後
に
「
新
し
い
年
が
明
け
ま

し
た
。
気
持
一
新
、
空
へ
昇
る
龍
の
ご
と

く
、
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
職
員
一

人
一
人
が
誇
り
を
持
ち
、
思
う
存
分
励
ん

で
欲
し
い
」
と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

▲新年にあたり、幹部職員らを前に年頭の訓

示をする津谷市長

津
谷
市
長
が
年
頭
の
訓
示

空
へ
昇
る
龍
の
ご
と
く
、常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）市議会第５回臨時会（議事堂）

　
平
成
23
年
度
厚
生
労
働
省
の
「
卓
越
し

た
技
能
者
表
彰（
現
代
の
名
工
）」
に
北
秋

田
市
出
身
で
神
奈
川
県
横
浜
市
在
住
の
西

根
成
悦
さ
ん（
54
）が
、
人
工
衛
星
総
組
立

工
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「
現
代
の
名
工
」
は
、
卓
越
し
た
技
能

を
持
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目
さ
れ

て
い
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
昭

和
42
年
の
創
設
以
来
、
技
能
者
の
地
位
及

び
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

技
能
の
世
界
で
活
躍
す
る
職
人
や
技
能
の

世
界
を
志
す
若
者
に
目
標
を
示
し
夢
と
希

望
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
西
根
さ
ん
は
、
旧
阿
仁
第
二
中
学
校
を

卒
業
後
、
日
本
電
気
株
式
会
社
に
入
社
。

社
内
の
技
能
専
修
学
校
で
学
び
、
人
工
衛

星
シ
ス
テ
ム
の
総
組
立
に
長
年
従
事
し
、

現
在
は
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
東
芝
ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
株
式
会
社
で
、Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
‐
Ａ
／

Ａ
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ（
あ
す
な
ろ
）
な
ど
の
衛

星
組
立
を
担
当
し
な
が
ら
、
後
進
の
指
導

･
育
成
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
人
工
衛
星
の
最
終
組
立
は
、
機
械
加
工

技
能
、
複
合
材
成
型
技
能
、
電
気
計
装
組

立
技
能
、
熱
計
装
組
立
技
能
、
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
技
能
な
ど
広
範
囲
な
技
能
、
か
つ
応

用
力
と
堅
実
な
作
業
遂
行
能
力
が
必
要
。

平
成
22
年
6
月
、
7
年
間
に
わ
た
る
宇

宙
の
旅
で
、
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら

微
粒
子
を
採
取
し
て
地
球
に
帰
還
し
、
世

界
的
に
注
目
を
集
め
た
小
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
の
微
細
な
部
分
か
ら
衛
星

全
体
の
組
立
ま
で
を
担
当
し
、
生
み
の
親

で
も
あ
る
西
根
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
18

機
の
人
工
衛
星
の
組
立
に
携
わ
り
、
す
べ

て
が
打
ち
上
げ
に
成
功
。
そ
の
優
れ
た
技

能
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
、
現
代
の
名
工

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
西
根
さ
ん
は
「
大
変
名
誉
あ
る
賞
で
光

栄
。
衛
星
作
り
は
一
人
で
は
で
き
る
も
の

で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
や
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
」
な
ど
と
周
り
の

み
ん
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

▲「はやぶさ」などの衛星を組

立て「現代の名工」を受賞した

西根さん（左）

「
現
代
の
名
工
」
に
北
秋
田
市
出
身
の
西
根
成
悦
さ
ん

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」な
ど
組
立
て
る

　
合
川
地
区
の
4
小
学
校
が
統
合
（
合

川
西
小
学
校
と
合
川
南
小
学
校
が
平
成
24

年
4
月
に
先
行
し
て
統
合
）
し
て
開
校

す
る
合
川
小
学
校
の
「
校
歌
」
と
「
校
章
」

が
12
月
に
決
定
し
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
・
学
校
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
統
合
校
づ
く
り
を

目
指
し
、
合
川
４
小
統
合
小
学
校
新
設
準

備
委
員
会
を
昨
年
６
月
に
設
立
。
関
係
校

の
代
表
者
や
関
係
団
体
か
ら
16
人
に
委
員

を
委
嘱
し
、「
校
歌
」
や
「
校
章
」
の
作

成
な
ど
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　「
校
章
」
は
、
合
川
地
区
住
民
及
び
４

小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
公
募
し
、
慣
れ

親
し
ん
で
き
た
現
行
デ
ザ
イ
ン
の
継
承
を

望
む
声
が
多
く
、「
中
学
校
と
の
一
体
感
」

「
す
で
に
合
川
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
い
う
理

由
か
ら
決
定
し
ま
し
た
。

　「
校
歌
」
は
、
４
小
学
校
の
児
童
と
保

護
者
を
対
象
に
、
新
し
い
学
校
へ
の
期
待

や
想
い
、
今
の
学
校
や
地
域
の
良
さ
を
表

現
し
た
「
言
葉
や
詩
」
を
公
募
し
、
そ
れ

ら
を
も
と
に
三
浦
栄
一
さ
ん
（
合
川
西
小

学
校
長
）
が
作
詞
。
ふ
る
さ
と
秋
田
に
根

ざ
し
た
音
楽
活
動
を
行
い
、県
内
各
地
域
・

学
校
の
メ
モ
リ
ア
ル
ソ
ン
グ
も
数
多
く
手

掛
け
て
い
る
ポ
ッ
プ
ス
デ
ュ
オ
「
ダ
ッ
ク

ス
ム
ー
ン
」
の
木
村
孝
明
さ
ん
が
作
曲
し
、

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
明
る
く
琴
線
に
触
れ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
４
月
開
校
予
定
の
合
川
小
学
校

「
校
歌
」と「
校
章
」が
決
定

12
月
16
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
平
成
23
年
12
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

17
日（
土
）▽
大
館
西
道
路
二
井
田
真
中
Ｉ
Ｃ
〜
大
館
南
Ｉ
Ｃ
開
通
式（
大
館
市
）

18
日（
日
）▽
村
井
治
美
氏
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
並
び
に
河
川
功
労
者
表
彰
受
賞
祝
賀

会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

22
日（
木
）▽
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
特
別
賞
授
与
式（
本
庁
舎
）

　
　 

▽
故
柴
田
茂
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

23
日（
金
）▽
藤
原
興
道
師
瑞
宝
双
光
章
受
章
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

27
日（
火
）▽「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
書
」

協
定
調
印
式（
本
庁
舎
）▽
高
規
格
救
急
車
受
領
報
告
式（
本
庁
舎
）

28
日（
水
）▽
年
末
庁
舎
ま
わ
り（
市
役
所
関
係
各
所
）

１
月
１
日（
日
）▽
第
31
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
中
央
公
民
館
）

２
日（
月
）▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

３
日（
火
）▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）

　
　 

▽
七
日
市
地
区
新
春
交
流
会（
七
日
市
公
民
館
）

４
日（
水
）▽
平
成
24
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

     

▽
年
頭
の
訓
示（
本
庁
舎
ほ
か
）▽
年
頭
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

７
日（
土
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
観
閲
式
及
び
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導

隊
連
合
会
観
閲
式（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

８
日（
日
）▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会（
沢
口
公
民
館
）

　
　 

▽
東
地
区
新
春
交
流
会（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か
え
）

　
　 

▽
綴
子
地
区
新
春
交
流
会（
綴
子
公
民
館
）　

11
日（
水
）▽
鷹
巣
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
・
鷹
巣
南
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
員
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
報
告（
本

庁
舎
）▽
地
域
お
こ
し
ア
イ
デ
ィ
ア
研
究
会
義
援
金
寄
贈（
本
庁
舎
）

12
日（
木
）▽
北
秋
田
市
商
工
会
女
性
部
第
35
回
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
）

北秋田市立合川小学校　校歌
　　　作詞：三浦栄一　作曲：木村孝明　

１ 新しい光が　きらめく校舎　
　 歌声高らかに　白津山越えて
　 仲間と創るよ　豊かな明日を
　 大空にはばたこう　夢輝かせ

２ 阿仁川小阿仁川　出合うせせらぎ
　 わたる風爽やか　のびる大野台
　 心に響くよ　愛の鐘の音
　 ふるさとに生きよう　勇気を胸に

３ 明るく健やかに　学び続ける
　 平和の道求め　強い絆で
　 想いを灯すよ　春夏秋冬
　 遙かな未来へと合川小学校

上部には森吉山、下部は合川由来の阿仁川、
小阿仁川を表し全体で「雄飛発展」を表現
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